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今後 ＭＲＩの予想される未来像

高速化・高画質化 ➜ 当然の進化であり、

ＣＴと同程度になる？

注目は、定量化

ＭＲＩにおける定量化とは？

Ｔ1、Ｔ2値などの緩和時間や微細な血流をピクセル値にして
画像上でマッピングなどさせて定量化し、画像だけでは判断
できない性状の評価や治療効果の評価を行うことで診断に
結びつける技術

すでに、心筋や肝臓、骨転移、認知症診断などで実用化され
つつある

将来的には、微細な質的診断まで可能となる可能性がある



画像診断 ➜ 質的診断へ

将来的には、病態や良性・悪性の判定まで可能に！？







定量化に求められるもの

正確で、細かな 画像のピクセル値

高分解能の画像

高速化・高画質化

３ＴＭＲＩ ・ 高性能ワークステーション

➜
➜

➜



予想される進化

ＡＩ・ディープラーニング（深層学習）

画像ノイズの除去

高分解能・短時間撮影・定量解析の安定

➜
➜



３Ｔなどの高磁場の必要性

３Ｔの普及が進んでいる。

今後はさらに、４Ｔや７Ｔなども考えられる

しかし、１.５Ｔも金属等の制限により必要とされている

１.５Ｔ と ３Ｔ の２台で運用すればいいのか！？

しかし・・・

➜
➜

➜



高速化により、より速く多くの ➜ ２台の件数が１台で
撮影が可能になる 済むようになる？

件数を増やす？ ➜ 保険点数も下げられたり、
撮影内容を制限されたりする
可能性もある

２台以上保有するのはリスクも高くなる

施設の規模や機能、地域情勢も考慮した、戦略性が必要



















0

5

10

15

20

25

Ａ Ｃ Ｅ Ｇ Ｉ Ｋ Ｍ Ｏ Ｑ Ｓ Ｕ Ｗ Ｙ Ａ
Ａ

％ ＭＲＩ 共同利用率

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

％ 共同利用率（ＭＲＩ）

AMG放射線部2017年度QIデータより



今後 ＭＲＩの予想される未来像



PET-CTの代用としてのDWIBS 今後 需要が伸びる可能性が高い
（ドゥイブス）



DWIより、さらに早い超急性期脳梗塞診断



進化する技術を使いこなす能力

ＤＷＩＢＳやＡＳＬなどは、

既存の撮像法の応用

いかに、ＭＲＩの存在能力を引き出せるか

今後 ＭＲＩの技師に求められる未来像

➜


